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Doshisha College Song のルーツ 

 

1. はじめに 

  同志社には Doshisha College Song、同志社大学歌、同志社校歌など、幾つかの校歌 

があるが、 初に作られ、重要な場面で広く歌われているのが”Doshisha College Song ” 

である。作詞は W.M.ヴォーリズであるが、メロディはドイツからアメリカを経由して 

日本に伝えられたもので、作られたきっかけには同志社グリークラブ員の存在があった。 

 

2. Doshisha College Song が作られた経緯 

   同志社は 1875（明治 8）年、新島  襄が創立した同志社英学校にはじまり、ここに 

グリークラブ（男声合唱団）が作られたのは 1904（明治 37）年である。当時、学生で 

あったクラブの創設者 片桐 哲氏（後に同志社女子大学初代学長）を中心とする音楽 

好きの学生たちが、先生方に校歌がほしいと申し出た。これを受けて、当時、学生たち 

にエール大学の Song Book を使って合唱を教えていた教授で宣教師のギューリック 

(Sidney Lewis Gulick）氏（1860～1945）が、1908（明治 41）年に京都に建築設計 

事務所を開き、同志社の先生たちと懇意にしていたヴォーリズに作詞を依頼した。 

作詞は 1908 年に行われ、メロディはアメリカのエール大学の校歌 “Dear Old Yale” 

  が使われた。それは当時、同志社にエール大学出身の宣教師や教員が多くおられたから 

だと考えられている。翌 1909 年、同志社はこれを校歌に制定した。現在、グリー 

クラブが歌っている男声四部合唱の楽譜を付図 1.に示す（資料(1),(2),(3),(4)）。 

 なお 近の調査で、私見ではあるが、ヴォーリズが来日前、すでにこのメロディを 

別の歌（Make Jesus King）で知っていた可能性があることが分かった（資料(15)）。 

 

3.作詞者 ヴォーリズ 

   William Merrel Vories（1880～1964）の主な経歴と関連事項を、表 1．にまとめ 

て示す（資料(5),(6),(7)）。 

彼はアメリカのカンザス州で、父ジョン、母ジュリアの間の長男として生まれた。 

 幼い頃から病弱だったため、8 歳の 1888 年、アリゾナ州フラグスタッフへ転地療養の 

ために移った。ここで彼は、雄大な自然に感化を受けて育ち、絵画や音楽に親しんだ 

が、特に音楽的な才能に目覚めた。 
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表 1. ヴォーリズの経歴と関連事項(1/2) 

年月日 ヴォーリズの経歴 関連事項 

1636.  ハーバード大学創立 

1701.  エール大学創立 

1843.  新島 襄誕生 

1854. 6.11. 

(安政 1 年) 

 Karl Wilhelm が”Die Wacht am Rhein” 

を男声合唱で初演 

1858.  ハーバード大学グリークラブ創立 

1860. 4.10.  ギューリック誕生 

1861.  エール大学グリークラブ創立 

1868.  明治維新 

1875.11.29.  新島 襄、同志社英学校を創立 

1876.  新島襄、八重と結婚(1 月) 

D.W.ラーネッド同志社教員に（4 月） 

1879.10.  文部省内に音楽取調掛を設置 

1880.10.28. 

(明治 13 年) 

米国カンザス州で生まれる  

1881. 

(明治 12 年) 

 H.Duran が Dear Old Yale を作詞し 

て Die Wacht am Rhein のメロディに 

乗せ、エール大学の校歌とした 

1887.秋  ギューリック来日 

1888. 

(明治 21 年) 

（8 歳） 

病弱のため転地療養で、アリゾ 

ナ州フラグスタッフに転居 

E.Brock の歌詞を D.B.Towner が Die 

Wacht am Rhein のメロディに乗せ、男 

声四部の MAKE JESUS KING に編曲 

1889.12. 

(明治 22 年) 

 Die Wacht am Rhein のメロディに里見 

義が作詞した「火砲の雷」が、中等唱 

歌集として東京音楽学校から出版 

1890.1.23.  新島 襄死去 

1894. 

(明治 27 年) 

 楽譜集“Towner’s Male Choir”出版 

日清戦争勃発(8/1)~1895.4.17 まで 

1896. コロラド州デンバ―に転居  

1900. 

(明治 33 年) 

（20 歳） 

イーストデンバ―高校を卒業 

し、建築家を目指してコロラド 

大学に入学、YMCA 活動開始 
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表 1. ヴォーリズの経歴と関連事項(2/2) 

年月日 ヴォーリズの経歴 関連事項 

1902. 

(明治 35 年) 

（22 歳） 

SVM 第 4 回世界大会に大学代表

で参加し、外国伝道への献身を 

決意して哲学科に転入 

日英同盟締結（1921 年まで） 

1904. 

(明治 37 年) 

コロラド大学哲学科を卒業し、 

コロラドスプリングス YMCA の

主事補となる 

同志社グリークラブ創立 

日露戦争勃発(2/10)～1905.9.5 まで 

1905. 2. 2. 

(明治 38 年) 

滋賀県立商業学校に英語教師と 

して着任 

日露戦争終結 

1906.  ギューリック同志社教授に就任 

1907.3.20. キリスト教伝道を理由に解職  

1908.10. 

(明治 41 年) 

京都で建築設計事務所を開設  

ギューリック教授の依頼で 

Doshisha College Song を作詞 

ギューリック、ヴォーリズに Doshisha 

College Song の作詞を依頼 

1909. 同志社が上記の歌を校歌に制定  

1910.1~11. 

(明治 43 年) 

ヨーロッパ経由で帰米、メンソレ

ターム創業者ハイドに出会う。 

建築家チェービンを伴い帰日 

 

1912.4.  同志社大学開校 

1913.3 病気療養のため帰米して手術、 ギューリック、病気のため帰米(7 月) 

1914.3.14. 永住する両親を伴い帰日  

1919.6.3. 一柳満喜子と結婚 ラーネッド同志社大学第 2 代学長に就任

1921. 

(大正 10 年) 

 M.Bartholomew がエール大学グリー 

クラブの Director に就任、1953 年まで 

1927.1~3.  ギューリックが青い目の人形を贈る 

1928.  ラーネッド、同志社を退任して帰国 

1934. 

(昭和 9 年) 

 Bartholomew がエール大学校歌の斉 

唱と合唱の楽譜をあらためて編集 

1941. 帰化して、日本国籍取得 日米開戦（12 月 8 日） 

1945. 

(昭和 20 年) 

マッカーサーと近衛文麿の会見 

の仲介工作を行う 

敗戦（8 月 15 日） 

1964.5.7. 近江八幡の自宅で死去、83 歳 東京オリンピック(10 月 10 日～) 

 

－３－ 



  幼い頃から、20 歳年上の母の姉の娘（従姉）カリーが弾くピアノを聞いているだけ 

で機嫌のよい子供であった。4 歳のときに両親に連れられて初めて教会へ行き、パイプ 

オルガンと聖歌隊の合唱を聞いて感動したと言われている。 

転居先のアリゾナ州フラッグスタッフでは、1 年遅れて小学校に入るとピアノを 

弾きはじめたが、練習が好きではなかった。しかし、楽譜が読めるようになると即興 

でも弾けるようになり、自習で讃美歌を弾くとともに、作曲や作詞の才能も発揮し始 

めた。この頃、地元の学校や教会でオルガンを弾くようになっていた。 

より良い教育環境を求めて 16 歳の 1896 年にコロラド州デンバーに転居し、イースト 

・デンバー高校に入った。高校では音楽クラブの創立に参加して音楽に熱中し、地元の 

教会のオルガニストとして奉仕した。 

1900 年に高校を卒業し、建築家を目指してコロラド大学に入った。ここでも音楽的 

才能を磨く一方、学内の YMCA と海外宣教学生奉仕団（SVM － Student Volunteer 

 Movement for Foreign Mission) の活動に熱心に参加した。1902 年、カナダのトロン 

トで開かれた SVM の第 4 回世界大会にコロラド大学代表として参加し、テイラー女史 

の講演に感激して建築家への夢を捨てて、外国伝道に身を捧げることを決意した。3 年生 

から同じ大学の哲学科に転じて 1904 年 6 月に卒業したが、在学中に 初の詩集を自費 

出版している。大学卒業後は、コロラドスプリングス YMCA の主事補になった。 

1905 年 1 月に来日して、2 月 2 日に滋賀県立商業学校（現滋賀県立八幡商業高等学 

校）の英語教師に着任したが、彼のキリスト教伝道に対して仏教徒が多い地元からの 

強い反発から、1907 年 3 月に英語教師を解任された。失職しながらも彼は伝道を続けて 

いたが、京都 YMCA の会館建設に関連して、現場の代理監督を依頼された。これは、 

設計者のドイツ人 デ・ラランデ(G. de Lalannde) が東京にいたからで、これを機会に 

1908 年 10 月、京都三条にあった YMCA の一室に建築設計事務所を開いた。 

  京都で建築の仕事をしながら、同志社に出入りしている間に、教授で宣教師の 

ギューリックから依頼されて、”Doshisha College Song” を作詞した。 これまで説明 

したように、ヴォーリズは幼い頃から音楽に親しみ、詩心もあったので、同志社から 

の依頼による College Song の作詞も、比較的容易にできたものと考えられる。 

  その後は英語教師、キリスト教伝道家、建築家、メンソレタームの事業家・・・など、 

太平洋戦争を挟んで多彩な活動をして、大戦直前の 1941 年に日本に帰化した。 

その間の彼は同志社との関係も深くなり、アーモスト館や啓明館を設計したが、活動 

や経歴については多くの資料があるので、それらを参照していただきたい（資料(5),(6)）。 

  このように、彼は来日した頃には音楽と詩についての深い知識を持っていた。また、 

1910 年にはアメリカでの讃美歌創作（作詞）に応募して採用され、あるメロディが付け 

られて歌われていた。後に自身がこれにメロディを付け、1931 年に日本の讃美歌 236 

番「神の国」として採用された、（資料(5),(7)）。 
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4. 作詞の依頼者 ギューリック 

   Sidney Lewis Gulick(1860～1945) は 1860 年 4 月 10 日、マーシャル諸島のエイ 

ボン(Abon)に生まれ、カリフォルニアで高校を卒業後、1883 年にダートマス大学を、 

1886 年にユニオン神学校を卒業した。1887 年 9 月、高校時代からの友人であったカラ 

M. フィッシャーと結婚した。彼らの家系には多くの海外宣教師がいたため、結婚直後に 

日本に渡り、伯父・伯母がいた熊本で宣教活動を始め、1896 年まで滞在した。1896～ 

1897 年に一時帰国してアンド―バ神学校などで研修を受け、1897 年には再び来日して 

1904 年まで松山で伝道に従事した。 

   彼は同志社で教鞭をとることになり、京都で研修を受けて一旦帰国し、アメリカ、 

ドイツで研さんを続けた後、1906 年に同志社の教授に就任した。翌年からは京都大学 

文学部講師も兼務した。彼は学究的で日本語も堪能だったので、日本語でも著作を行 

った。1912 年に癌の手術を受けた後、健康がすぐれなかったため、1913 年に同志社を 

休職して帰国した。帰国の船中で「日米両国の平和のために余生を捧げて働け」との 

天命を感じ、病気も回復したことから、カリフォルニアに吹き荒れる排日の嵐を鎮める 

ため活動した。1915 年と 1922～1923 年に来日して帰国後、「世界児童親善委員会」を 

設立し、1927（昭和 2）年のひな祭りに合わせ、1～3 月にかけてアメリカの子供たち 

から日本へ「青い目の人形」を贈る活動を進めた。このような彼の努力も空しく日米間 

に戦争が始まり、彼は 1945（昭和 20）年 12 月 20 日、アイダホ州で 85 年の生涯を終 

えた。次男リーズ（Leeds, 1894~1975）も、宣教師として来日している（資料(8),(9)）。 

 

5. Doshisha College Song のメロディ 

   歌が作られる場合は先に歌詞があり、これにメロディを作曲するのが一般的であるが、 

この College Song では先にメロディが与えられ、それに合わせて歌詞が作られた。作詞 

を依頼したギューリックは、グリークラブの指導に使い、エール大学の校歌が載って 

いる Song Book をヴォーリズに見せたものと思われる。逆に、依頼されたヴォーリズ 

は非常に光栄に感じ、自らエール大学の校歌のメロディを提案し、同志社教員のカーブ 

(C.S.Cobb)もそれに同意したとも言われている(資料(13))。 

  (1)エール大学の校歌 ” DEAR OLD YALE” 

エール大学は 1701 年の創立で、グリークラブは 1861 年にできたが、それ以前から 

学生たちは歌を歌っていたので、Song Book が作られていた。 古のものは 1853 

年の出版で、1855 年に第 2 版が出た。それらのうち、アメリカで電子書籍として 

公開されている 古のものは 1858 年に出版された”SONG OF YALE”である。これ 

には歌詞だけが掲載されていて、楽譜は載っていない（資料(10 )）。 

   ”Doshisha College Song” のメロディの元は、1881 年に作られた”DEAR OLD 

YALE” である。これは当時、大学 4 年生だった H.Duran がグリークラブのために 
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作詞したもので、メロディにはドイツで 1854 年に作られた歌 ”Die Wacht am Rhein”  

（ラインの守り）が使われている（資料(13)）。 

これができた翌年の 1882 年に出版された Song Book の”YALE SONGS” には 

全曲の楽譜が掲載されており、”DEAR OLD YALE” は男声四部合唱になっている。 

その表紙と目次を図 1．に、楽譜を付図 2. に示す。楽譜の作曲者欄は”Music by Carl 

     Wilhelm”となっていて編曲者が書かれていないので、ドイツの楽譜のままである可 

     能性が高い。調性は、変ホ長調である（資料(11)）。 

 
     図 1．1882 年に出版された Song Book  ” YALE SONGS”の表紙と目次 

 

     目次の中ほどに、”DEAR OLD YALE” がある。その後、曲名が歌詞の 初の 

言葉をとって”Bright College Years” に改められたが、その時期や理由は分からない。 

1906 年に出版された”THE YALE SONG BOOK” には”Dear Old Yale” の曲名で 

1 曲目に掲載されているので、変更されたのはそれ以降である（資料(11)）。 

現在の”SONGS OF YALE” 16 版には、”Bright College Years”の斉唱と男声四部 

合唱の 2 種類が掲載されている。これらは 1921 年にグリークラブの Director に 

就任した M.Bartholomew が 1934（昭和 9）年に編集したもので、このときに曲名 

が変更された可能性も考えられる。その男声合唱の楽譜を付図 3. に示す。付図 2. 

と比べると、調性が変ホ長調から半音低い二長調に移調されている。なお、斉唱 

は変イ長調である（資料(12)）。 
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このメロディが Doshisha College Song に使われたのは、「当時の同志社にエー 

ル大学出身の教員が多くいたためだ」との説がある。当時の主な外国人教員は表 2 

の通りで、1876 年から新島 襄を助けたラーネッドは確かにエール大学出身である 

が、卒業したのは 1873 年なので在学中に”DEAR OLD YALE” はまだできておらず、

聞いていない。創立時から教えていたデイヴィスもヴォーリズに作詞を依頼した 

ギューリックもエール大学出身ではない。したがって、この説には疑問を感じる。 

同志社大学神学部の本井 康博教授も、講演の中でこの説を明確に否定されている 

（資料(13)）。 

表 2．校歌が作られた時期の同志社英学校の主な外国人教員 

氏  名 生・没年 在任期間 卒業大学 卒業神学校 

新島 襄 1843~1890 1875~1890 アーモスト アンド―ヴァ

Jerome Dean Davis 1938~1910 1875~1910 ビロイト シカゴ 

Dwight Whitney Learned 1848~1943 1876~1928 エール  

Marquis Lafayette Gordon 1843~1900 1877~1899 ウェィンスバーグ アンド―ヴァ

Daniel Crosby Greene 1843~1913  ダートマス  

Frank Alanson Lombard 1872~1953  アーモスト  

C.S.Cobb   アーモスト  

Sidney Lewis Gulick 1860~1945 1906~1913 ダートマス ユニオン 

Otis Cary 1851~1932 1892~ アーモスト アンド―ヴァ

（注）ヴォーリズが近江八幡の県立商業学校の英語教師を解任されて京都に移ったとき、 

    F.A.Lombard の家に寄宿し、J.D.Davis 邸で食事を食べていたと言われている 

    （資料(13)）。 

 

 (2)ドイツ（プロイセン）の歌 ”Die Wacht am Rhein”（ラインの守り） 

  ドイツの前身プロイセンとフランスがライン川を挟んで対立していたことから、 

この地を守ろうとして Max Schneckenburger(1819~1849)が 1840 年に書いた詩に、 

  スイスのオルガン奏者 J.Mendel が作曲したが、あまり歌われなかった。1854 年に 

Karl Wilhelm(1815~1873) が作曲にして彼の男声合唱団が歌ったところ、ドイツで 

広く愛唱されるようになった。メロディが勇壮で、馴染み易かったからだと思われる。 

それがアメリカに伝わって、エール大学の校歌のメロディになった。 

初の楽譜は分からないが、1920 年に出版されたドイツの男声合唱曲集の楽譜 

は付図 4.のようになっている。 これを付図 2.の”Dear Old Yale” と比べると、調性 

を含め、ほとんど同じである（資料(14)）。 

 したがって、”Dear Old Yale” は”Die Wacht am Rhein”の楽譜をほぼそのまま 

使い、歌詞だけを入れ替えて作られたと考えられる。 
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   (3)中等唱歌集「火砲の雷」（ほづつのらい） 

このメロディは早くから日本に伝わっていて、尋常中学校の音楽のために 1889 

年 12 月、東京音楽学校が編纂した「中等唱歌集」の中にこのメロディを使った歌 

がある。それは第 14 番の「火砲の雷」で、その楽譜を、付図 5 に示す。このメロ 

ディは Doshisha College Song が作られる 20 年も前に日本に伝わっていたことに 

なるが、この事実はあまり知られていない。なお、楽譜には作詞（歌）者名も作曲 

者名も書かれていない（資料(15)）。 

    この唱歌集には、その後も歌い継がれてきた第 1 番の「君が代」をはじめ、 

「紀元節」、「天長節」、さらに第 15 番には「埴生の宿」が収録されている。この 

「埴生の宿」は里見 義の名訳詞（作詞）で、今も広く歌われている。 

   (4) 少年唱歌第五編、第十「墳墓の国」 

     納所弁次郎(1865~1936) と田村虎蔵(1873~1943) が編集した「教科統合 少年 

唱歌、全八冊」が、1903（明治 36）年 4 月から 1905（明治 38）年 10 月にかけて、 

十字屋から出版された。これらは、高等小学校（現在の小学校 5 年～中学校 2 年） 

の生徒を対象にしたもので、第五編の 10 番に掲載された「墳墓の国」が”Die Wacht 

       am Rhein” のメロディを使った歌である。楽譜はメロディだけで、「作曲 ウイルヘ 

ルム氏、作歌 旗野士良」と書かれている。楽譜を付図 6.に示す（資料(16)）。 

(5) Doshisha College Song の男声合唱の楽譜 

    これが制定された当初、斉唱か合唱かなど、どのような形で歌われていたか分か 

っていない。ただ、作詞を依頼したギューリックが 1906 年に同志社教授に就任し 

てグリークラブを指導していた時には、1882 年に出版されて”DEAR OLD YALE”  

が掲載された”YALE SONGS”を持っていた可能性が高く、ギューリックはこれを見 

せながら、ヴォーリズと打ち合わせたものと思われる。 

一方、現在グリークラブが歌っている男声合唱の楽譜は付図 1.のもので、ハ長調 

であり、合唱の構成も”DEAR OLD YALE” とは異なっている。この楽譜が採用され 

た経緯の記録は無いが、編曲者として D.B.Towner の名前が記されていることが重要 

な手掛かりになる。 

ヴォーリズが作詞の過程で Towner に編曲を依頼した情報は無いが、この楽譜が 

Towner が編集して 1894 年に出版された男声合唱曲集”Towner’s Male Choir”に 

掲載されている”MAKE JESUS KING” に調性を含め限りなく近いことが、同志 

社グリークラブ OB の脇地氏から指摘されている。この楽譜を、付図 7.に示した 

（参考資料(17),(18)）。  

    この D.B.Towner （1850~1919）は、アメリカの Gospel Song（キリスト教 

福音派の讃美歌）の作曲家で、歌手でもある。 

    この男声合唱曲集は同志社グリークラブの学生指揮者の間に古くから伝わって 
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いて、” K. Katagiri ” のサインが入っている。サインが“ T. Katagiri“ ならば 

グリークラブ創立者 片桐 哲氏の所持品であったことになるが、名前の頭文字が 

”K”なので、同じく同志社グリークラブにいた片桐 哲氏の弟（総、弘）でもなく、 

他の親類縁者のものかもしれない（資料(19),(20)）。 

College Song を本格的な男声四部合唱で歌いたいと考えたグリークラブ員が 

ある時、身近にあった”MAKE JESUS KING”の楽譜を見て、メロディが全く同じ 

であったことから、この楽譜に歌詞を当てはめて歌ったのかもしれないが、この楽 

譜が使われた経緯は謎のままである。 

(6)ヴォーリズが作詞前からこのメロディと楽譜を知っていた可能性 

 ”MAKE JESUS KING”の楽譜の上段には、次のような注書きがある。 

        Written for the student’s foreign missionary movement of the American  

           Intercollegiate Young Men’s Association, Northfield Mass. 1888  

      この意味は、次のとおりである。 

        「マサチューセッツ州ノースフィールドで 1888 年に開催された、 

           全米大学 YMCA の学生による海外伝道運動のために書かれた」 

 また、この楽譜が掲載されている男声合唱曲集の序文には 

  ”・・・believing it to be most helpful accessory in the service of praise, more  

especially for Y.M.C.A.,Y.P.S.C.E, and Evangelistic meetings”  すなわち、 

「これは讃美の礼拝、特に YMCA, YPSCE や福音伝道のための集会に大いに役立つ 

と信じている」と書かれていて、これは SVM や YMCA 活動のための歌集である。 

ヴォーリズは学生時代から趣味で賛美歌の楽譜を集めていたと言われており、 

さらに SVM や YMCA の活動に熱心に参加していたので、その頃からこの合唱曲集 

を持ち、この”MAKE JESUS KING”を聞いたり歌ったりして熟知していた可能性 

が十分、考えられる。そうであれば、彼が作詞したとき、“Dear Old Yale” ではなく、 

この”MAKE JESUS KING”の楽譜を書き写し、それに歌詞を書き込んだ可能性が 

無いとは言えない(資料(21 ))。 

        一方、3.項で説明したように、ヴォーリズは大学在学中の 1902 年、カナダの 

トロントで開かれた第 4 回「海外伝道学生奉仕団」の世界大会にコロラド大学代表 

として参加し,そこで聞いた講演に感動して、外国伝道に身をささげることを決意し 

ている。したがって、彼はその大会でこの歌を聞いたか歌った可能性が考えられるが、 

この大会で使われた讃美歌集には、この歌が収録されていない（資料(22)）。 

さらに、ヴォーリズが来日したとき”Towner’s Male Choir”を持ってきていて、 

彼の遺品の中に残っているかもしれないと考え、近江兄弟社に問い合わせた。その 

結果、これは無く、残されている男声合唱曲集は ”Rodeheaver Collection for Male 

   Voice” の 1 点だけであった。なお、これは 1916 年に”The RODEHEAVER 
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     HALL-MACK Co.”から出版されたもので、全 160 曲中に”MAKE JESUS KING”は 

収録されていない(資料(23),(24)）。 

 

6. Doshisha College Song 成立過程の一つの可能性 ― 筆者の仮説 

  これまでの調査により、College Song の成立過程の中で幾つかの疑問が残ったが、 

上記の各項で説明した状況証拠を総合すると、次のような可能性が考えられる。 

  (1) ヴォーリズは YMCA の活動を通じて、学生時代から”Towner’s Male Choir” の 

男声合唱曲集を持っていて、”MAKE JESUS KING”を熟知しており、しかもこの 

メロディがエール大学の校歌と同じであることも知っていた。 

(2) ヴォーリズが校歌の作詞を依頼されたとき、そのメロディに”DEAR OLD YALE”  

のメロディがふさわしいと考えて、自ら提案した。 

(3)ヴォーリズは、”DEAR OLD YALE”よりも”MAKE JESUS KING”の楽譜の方が 

男声合唱として優れており、しかも歌い易いと考えて、この楽譜を写しとり、そ 

れに歌詞を付けた。 

    (4) ヴォーリズが楽譜を書き写す過程で、5 小節のセカント・テノールと 7 小節の 

ベースの音を写し間違えたか、あるいは意識的に変更した可能性がある。 

(5) 1908 年にヴォーリズが作詞を終え、これが 1909 年に校歌に制定された後、彼は 

”Towner’s Male Choir” の歌集をグリークラブ員に譲り渡した。 

(6) 同志社グリークラブは、1913 年 5 月 24 日に「ザ・ビューティフル・ランド」を 

歌っている。 これは戦前から愛唱されてきた「希望の島」の原曲 ”That Beautiful 

Land” で、楽譜は”Towner’s Male Choir” の P115~116 に掲載されているが、Yale 

Songs など他の合唱曲集には載っていない。この事実は、 ”Towner’s Male Choi 

を 1913 年には同志社グリークラブが使っていたことを示している。当時、グリー 

クラブ員が自分でこれを購入することは難しいと思われるので、ヴォーリズから 

譲られたと考えるのが自然である。その時期は、1909～1912 年頃である（資料(25)）。 
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8. 付録 

(1)付図 1.： 同志社グリークラブが歌っている男声四部合唱の楽譜。 

      1996 年 10 月 20 日開催の「東西の青春・三重に集う／男声合唱による 

      コンサート」の楽譜集より 
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(2)付図 2.： 1882 年出版の”YALE SONGS” に掲載されているエール大学校歌 

 “DEAR OLD YALE” の男声合唱の楽譜 

(3)付図 3.： エール大学の校歌  ”Bright College Years” の男声合唱の楽譜、 

エール大学の愛唱歌集 ”SONGS OF YALE” 16 版より 

(4)付図 4.：”Die Wacht am Rhein”（ラインの守り）の楽譜、 

     “Liederschatz für Männerchor 75 beliebte Chorlieder ,C.F.Peters 1920 

の P39~40 に掲載されている。 

 (5)付図 5.：「火砲（ほづつ）の雷（らい）」の楽譜、近代デジタルライブラリー 

「中等唱歌集」、国立国会図書館ホームページ 

(6)付図 6.：「墳墓の国」の楽譜、「『教科統合 少年唱歌』全八冊」のホームページ 

(7)付図 7：”MAKE JESUS KING”の楽譜。 ”Towner’s Male Choir”の P 3 に掲載 

されている。2009 年 12 月にアメリカの古書店から購入。 

  現在は、The Internet Archive で閲覧可能。 
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付図 1.同志社グリークラブが歌っている Doshisha College Song の楽譜（男声合唱） 
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付図 2. 1882 年出版の Song Book に掲載されたエール大学校歌の楽譜 
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付図 3. SONG OF YALE 16 版に掲載されているイェール大学の校歌  

”Bright College Years” の楽譜 
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付図 4. Die Wacht am Rehin（ラインの守り）の男声合唱の楽譜 

－１６－ 



 

 

付図 5.「火砲の雷」の楽譜（混声合唱） 
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付図 6．「墳墓の国」の楽譜 
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付図 7.  ”Towner’s Male Choir” P 3 に掲載されている“Make Jesus King”  

の楽譜（男声合唱） 
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